
*お 家の方にも読んでもらつてください

保健通信

気をつltて ′

2008122 大 阪府立西浦高等学校 保健室 冬の感染症に注意をする季節にな りま した。  . .
今季は例年になく早い期期か らインフルエンザに罹る人が増えています

期末考査 も目前です。 し っか り予防 [ま しょう。

*イ ンフrしエンfは 、かぜこは趣うと定al必奪む感染住です。
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〇 咳  く しゃみが出たら、他の人に うつ さな
いためにマスクを着用 しま しょう。
(一般に市販 されている不織布製マスクの使
用を推奨。N95マ スク等の密閉性の高いマ
スクは不適)

① マ スクを持っていない場合は、ティッシュなど
で、 日と鼻を押 さえ、他の人か ら顔をそむけて
lm以 上離れましょう。

① 鼻 汁 茨 を含んだテ ィッシュはす ぐにゴミ箱に

捨てま しょう。

① そ の後は、よく手を洗いましょう。

① 咳 を している人にマスクの着用をお願い しま しょう。

*マ スクの使用は説明書をよく読んで正 しく着用 しま しょう
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インフfしエンfal流 行中です ff

抗生輸質や市販のかぜ韓では治せません。

灘糖拶彗謂羅翼操騒拝:r

●かぜウイルス
。200種類以上あり、一度に侵数の

ウイルスが感染することも。   ′ ′

・予防のためのワクチンはない。 と
`感染力はあまり強くない。   |

●鼻水、くしゃみ、せき、

のどの痛み、軽い発熱
・嘉やのどから、 し わしわと

症状が進述。

●早めに休養をとる。
・数日たってもよくならないとき、

症状が重<な ってきたときは、

・
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・インフルエンザと診断されたら、

出席停止 (学校保健法では 「熱

が下がつてから2日たつまで」)。

・
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インフルエンザ
●インフルエンザウイルス
・A型 、B型、C型 の3種類があり、

特にA型 よ大流行を起こしやすい。

・その年に流行する型を予想して、

ワクチンが作られる。

・感染力は強い。

●38℃以上の高熱、頭痛、

筋肉痛 `関節痛
・全身に、激しい症状が突然起こる。

・脳炎や肺炎など、重い合併症を起

こすことがある。
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0た つぷり睡眠をとる。
・眠つている間に、免疫力を高

めるリンパ球がつくられます。

●水分補給をする。
・少しずつ、こまめ|こ。
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●手洗い 。うがいをこまめにする。
・うがいは、のどに湿り気を与え、ウイルスの増殖をおさえる効果も。

●室内の湿度を50%以 上に保つ。
・ウイルスは、湿度の高いところがき子。

●休養 ▲栄養をじゅうぷんに。
,病気への抵抗力、ウイルスと戦う見疫力を高める。

*インフ′Lエン4Fじ診断された爆台は、とす学校に連絡してくだとい
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こつ3つ の手ェンク本イント押そろうこと"イ ンフルエンプの指配です

地域内でのインフルエンザの驚行E お 出な確定El ● ・・以上の最鷺/題 をE
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